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/I PROTEIN I 
酵母アルコール脱水素E酵素に、 0 ， S- ジアセチルチアミンを作用した結果、同酵素は 1 分子あたり
約 2個のSH基がアセチル化され、初めの活性の50%を失ったn









(1) アセチル化した酵母アルコール脱水素酵素を pH6.0、 300C で放置すると、約30分間で活性、 S
H 基とも復元した。この結果は、 SH基に結合したアセチル基が徐々に離脱することを示しているが、
同じ条件の下で、アセチル Co A あるいはアセチルグルタチオンのSH 基に結合しているアセチル基
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は全く安定であった。
(2) アセチル化した酵母アルコール脱水素酵素の活性回復およびSH 基の復元は、 1.6M尿素の中
ではみられず、希釈して、尿素濃度を O.4M とすると、再びSH 基が復元することが認められたので、
1.6M 尿素の中では、 SH基に結合したアセチル基が安定化することが明らかとなった。
(3) アセチル化した酵母アルコール脱水素酵素に、 CoA あるいはグルタチオンを添加すると酵素





















リル基 (S H 基)に結合した状態で貯えられるという考えの下に酵母アルコール脱水素酵素の SH基を
O ， S-ヂアセチルサイアミンを用いてアセチル化し、その挙動を検ベた。
酵母アルコール脱水素酵素のSH基に結合したアセチル基は活性で Co A などSH基を有する他の
化合物に容易に転移する他、二・三の興味ある性質を有することが明らかとなった。
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